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|研究ノート ii

ちまぬう7レオーjめと
主主体的法器嘩的覇究へ(J)アブ口一チ(2 ) 

、':1.
ム」八
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現代アメ}力11、思考の:!']I)X性と閉鎖性

I剛 はじめに

/、

官 事

日[:1紀に入)~(かり、 7メ')刀主主水国最高誌と判所Jう人園内問題に認すノi¥じiJ、

判断にあたって、海外(/)法実行や凶医者約な法iE'¥とjjjk.したことカ'/iJ支のjthでけ

~-j を土とめた J そしとに 1しを契機としご、二の。う主:主主照がG'1-"きれるか、許会， 1

Z:， とすればイーの条件;立Mかが論争となっている 本li'はアメリカの訣'[11所l付夕i

におけるこ(!)三忌論の 品Jを紹汁するもので__ p-;る J

ここ才、本1"'0)判介するぷ~í~JC) メす象を時三夜 νておヘ，~

まず、本析と取り~)~つのは山内事件に.r3: ぺ引 l~::7てmッ論"やめぐる;;::/l、え斗とあ
ゐ丸 山者によっては阿lノィ此問題シ F司際町問題との連続生が'Jili~Ji~ される場行もある l

s吋 C.g.，Harolc:. Hc ム0...μKCJ1~ ， 111ルrniιlionalLι11'11と l'arlοifOIlY La，v. 98人点1.1

1"，[ ~lìJ、 S8i4.490)2L8



、口、のケレオ ル〉ど三本川t人形l記。〉柿究へUノア TD-+ ? 

7)\ 本栢ではま L-~ たり|両 Jj をは別して、0I 1'~毛市なアスペヲ J を含む寂I'Uにつ

いと}よ考察の範防から外 1 ! 専ム国|勺[んな問題に関寸る5μ 判断に検討対象

をIRノEiる、

~i)、坂 J の概念を山<1れ if、本総合r\X })扱う問題も;~:，iJ耳誌の お!-<"うこ

ととなろう しかし、出 AでFるように、賛成/零試3MJ1も、参悩さ九 lご， ， 

るι外グ)iJ、文行'iJ、l}0ョl河:二裁判所;よ拘束ざすJ 口、在νこと少前提と 'C ミ
F 
J 山市?のうl点は、そ才〔でもなお、外向{r、や河I?hJ:~r後おの材料どして用いて

よ1" か〉いうことでleる〉参日召主:.r誌が法rウJ旬烹力を持"ものではない〉いうこ

とを伴，i'，'lるため、平沼では云涼 J とU':'江-，l-，を避け、より I]I"¥/.的に「ノー

ス Jべ;熟舟九J 、 r' ;J.5P，~， iの対象1J などとオぷ v とと司る}

ま#、参l自の対象に Jいとであるが、rr司際自!i:'l tcfllaLiu:'w な ~ljdJ-~'1明よ I i <) 

c も、本干高「取り扱う論予においては、、D条約;こ í[~ 友される、狭義の巨涼':，':?:)

u、 \'in~ l' rn;i :j()]!al (;mblir; 1~1\町 f 卜〈の1つ〉式拡羽あ江1幸範1にy，必fえrすず"1 も三設Lじ:三さ才札しない ':2 

"主γ法I正、例『守コ決判号尉，i¥よる (てれ rそ:γ守ヲオれ!σの11住凶r山l内判込法主l仁苧問すふ 主或t刊イ例刊その↑汁叫11;，0のil'主1笑j正主i巴ミ訂f行了
:に二対 Lごもニ及古が玄なさ才れしレFるLこ ♂があノ主、 fなわ tム〉、 アメ Iりj」カJ三合、;片来f私;伺2の陪f係手(，.:

おいて「回|内吋的 dom目立 J でと色ると百， ，うゐものではない、そうした「、味で〆

メ'1カグ) 外出"に以 3 るめらゆる口、 1'1<)ソースのをn~\が阿訟となっ、おり J~:

3両主の ]~J に取り ~JJいの立売会設けようという笠!止はあまり見ムれなむ んだ

につし f特 Lニ明::];8'0にLtt読すーる場合には「外河の f()JけgnJ ノ ス

あるいは lた較t云上(l)COenp<ll'山川 j ノ スなとと言われることがあるへまた、

'~C狭義の国際i1、との法問を設:' r 、川;三、 1"リ1:'を~].1{する干乙え I~;j三 j る J訪合 lこは、

1トラ〆スナノヨナノレL;，日ょ日日:lOna:な !いう口JIが{宅われることもある汗。 本

料;，::')JI，'どは、「匡際的1!ていう需ヨ実義?)，，，，W:i!、 の対象，-限定Vず、芝， lア

えリカから見て1タト凶(/) (それぞれの凶え0t1iJ先に附すゐ〆 ソースち含む広し白日台

Tj¥γ;， 4:1 (SO()4) 

しt.HZllr.di v. l(，;Els~eld，引ヲ U.S. ;::(i7. 52('-;:-，21 iワO()rl): Sa::ah H しlぜYt13nd.()ur 

Ju!ω'Yi/I!U)J!(i! Ci!I1Stι!u!iρ1'!..31 Y久LS.:.、T:， L. 1. G-'I' (2000) 
づもつとも、 j芳南語C

1 レカか，iもJ、j奈号約σの〉よ斗ないわゆる r 一!、.口ーに Zfしも仮定されず、いわゆ

るソフト(・ u も合まれる

'Tl 江主SJU仁I: cizdisn~" という i，if:o:l ゐーもある Sec， e.g.， An.，crlcZln J己S'，¥じCム01

，\'(I l('l'ic~ln、、[，叶じl 山川へcl 山川 r川(' 111. 28山![Iilt川8~:2(っ)川
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として以 i'~扱う υ i.J-'Jk設の凶際i去がtlに刊!-J寸JSとなるj号汗Lはその1言明不するr

主事、にょっと は誤2':1-il-. 泣けるために\，.n むの州計三ト ~_'Ptするという広;.，.TI:Pt、

1 トヲシ λアンヨナルな というr>1_1を(でjliすること元fある J

J:.l人第11ui'r-:::':土lランス J-s.ヨアルなソ スを参mLT 泣対の f\~!丸山ちな裁

判ヲiを紺 11'-9 る :T~ill~iíii :r~土トレニおける苧万を概減すゐ ;;f~ lV節はこの石市争じっ

さらなる村il~'J から f号ら 1 しる♂\き 7:rÇr去につし冶と l独 1 しる U

E園 裁判例

γ!. iJカにおける弘、律問題奇めぐる論争がに;ょにばそうであふように、本主主

的キ:包である円際的なソ ステめPるJkrもまに、裁判所 ここでは連邦吊

高裁 の，~ ít:'i'~ íj:ミドー決をうi穫として/~，され亡いる}本tべでは、対:宇1;最高17乙が

I:-{::i~-~ :すなソースを啓司1〆、それについ ζ議L市を〆ぐいる

の仏"こなっている近11'干の主民主、刊i-l-，とや紹介すゐ

A目 lawrence V. Texas判決ι

そし ζそれ出;ニJT争

2UJ.3司ゴつ LlWrl'lLCV. T{刷、1":;又は 平和I'I¥}なぷ争rJ;づ主主イトづ ν たl'Ji又ごあ

{:フ テ 4 斗j;スイ :Ii ぷよ l ノ、が、|叶「の 1ttt省と引きiγ した判交iJ~;に従事J する kことか犯

~ii~ l して;f1J4fJ-0(，':''t"止 L ていた~:jl午の通報にたワいて L，，\"'rpn肘 〔リJ三七j のF土

かにlf~Ç};込人だカウシティ営?での枇明言i土、 l内人々 Gz川 lcr 男f::¥ どが十同行

為に及九でいることふ発見 L たu 山名[よ成人ごめり、一方の当日とつ，1L'j~~~~~問

にかける、 :n!:-~主に占きず刊行為であったー i主J蕗，~れ、一晩拘禁され、治安tU事。

r有罪判決を受:)11'イプコ、判 'j名 ~J 色、吉弘国，，-'、ィj

トロ391J.S. 5 :.i8~2003) ， C本計I(~;，の中刀 fl 紋言 i とし亡、仮本猛 r--.~ 伝的活 1FT

続の初た~I;J、r広 いわゆるソ ι〈、ー討をめくっプ !ハj'wrell問、(円M

::;3~) '( T.s. ::;:58 ロ日:)3; 静岡大 ~h:J:政研ゴ七 9 迄 4 号 18'1 ~8， t，200S ';f、よ草原j己1ヨ「ソ

ドト口、 rυ 同性愛??の1弘元日日 1守口日 v，Te，as. ;:)39 U.S， 12::¥ S，Ct. ::A7.'2 
(2003)..1 ..，~メリカ法 ~X刷 i 号6S点、版界IHll I、ノ rミー行為を禁，H'る川法元、

違憲とされた 11-.例 La¥-¥:;c:nCl' ¥'. '1はも、 j:父 I23 日仁~_ 274之江ω3)J ジコ

リスト 1~;);)-~T142 貝 ~:WU:~年}事日

T~ x. P ~;:;じ Ccdrλ日1. S21. 06:，じj

i) r ~え仁川 st. an'elle. X I ¥;苦1¥ 十llz、何υ、fからも、田山崎止な過症によら

1""1 ~lìJ、 S8i4.488 ，1 2L6



、口、のケレオ ル〉ど三本川t人形l記。〉柿究へUノア TD-+ ? 

;竜T5Z等をヰて張した。

fJl牧の;百lil < ~':::ついては 198G年の BO¥'iUS干 JJ札口1w;、L判決勺が?を窓判断:をτ

L~wrCfi(， C tUλ刀法廷意見は Bo，¥-crs判決安材示的に夜し、速道f11__ 'C '" -，亡、

断を LてL三ζ ，，，

a 法廷意見 (Kennedy執筆)

?)~廷亡、見はそれぶでの判例 i}~ i~ 夜討しょ，ょ l ! -e 日ハ¥，¥/('r::-;~!W;. ぺご検討する。

|守l判討はそもそも河窓を不迫切にた式fじした rレ〕、|百j判決(r>fl~d也した、ドl何愛

rJ為(/)子11:.i 二 lEJするほ t，理解!ま誇張され七おり疑問円余地かあると士~する lZ

IlV¥¥"(-'I'S判決における Burgt'r:-6; ~，，~見が丙;"(土問的府民f とユダヤJ尺 l、，.
「り h 、

~- ')ス人的遺児i 前iA基準uニ!えしてC，るこょっヂJ.tして この刊認によって

持に間人~什 σ)深い乃は最近半位犯のi去と fム伐の:ュ"'--"."，あるが、そニでは、成へ

の私的領域における特心的開lニ関寸る決'J_í~ にう v 、" ，ブミ斗、l円?に保書iJ、与えられ

てきて'，..'1;:0、とtjf判す 10η そlて、:のコと i閉する(日〉怖い日刊l:Jtl:宇/:， 1; お

けゐ)ア£リカ伺"!におけゐp咋的な車Jきが払J不される日"

さ亡、本栢の主民との ;~:f;士、で!土、この tt」官{のí[ Ji として、 ロo¥vers判決り

sじl只c'(1μ]玄玄見では}j時のヨー U 'JバのきVj，きが念聞に置がれていな1¥ と指

抗予れて"も すなわ弘、まず、イよnスにお v て、 1%3.t三!こ101γ1:五21丁克をうι

，r二、その牛lh、::::1王た:，J:~サ什争奪ってはならな:，: [¥]例外日11月，日同日
dc})ri、ra::}' prr日Ollof liJc. libcrし:，， 0，'prn]icrl，v， Wl吋 ul1l::1，;( pr()('(式日 (Jfl，:¥-¥' '''J) 

JJ 人合衆国よじl、の訳l立会Cl II 甲芙ヘ杭?長代表~-'f---l A日正英米む防具JJ (黒人;1¥版、

1993{:o) によるc

'; 418 TJ.S. 1釘)(19Sぷ

ム。ここてい結11"づる法廷足込、 Sc日lia反刈 d、見のほか、 ()'('onfi01カもっぱム l'

J守保設来頃;，:依拠す，;.)結果同意意見 (:)39-LS. aLピ7却を、 Sc({iia反対意見に

も考古す;，0';"11<))1]出が、本れ「河窓 r な ，l二i工法!土偶かなものだとしつ"、そ

れを寝 f書法 。〉下部lが在いこ dる反J;fsli1!.川乱1GO:)} をjきしてし 1る

1d. at ~)I-ì 40-bS (-j 

'~ Id己15öG--57~ 

¥[マ l¥'lud:':p(';l~ll Cur:¥' S2 l:\.~， Cリヲlll)(耐え }77二(19g())fÆ"(j''- ニオしに fij~ っ f イ

リノイ州他的動きを 7ニ t~-)'--- る C3-::0 lns~itL町内 V ミカ人・ t 1) フ:ニ言よえする

5391，1.Sι'-~:72 

.( fd. at ~j l' l--~~I'::; 
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認する法の廃 Ih-;;'~主主7に丸J 1__--(払17すされ、 10イ:'i主l二実|年L廃11されたことをや

げる~ら l二、 JJj 立に草づ:向性'?'I: ~ J 刀を禁 Ü:.~; る法:ょ欧川人権条約のτ℃

恕効であると判断した、 Bo¥，(ιstU ;)~より 5 ~I がの欧州人権裁判所の判 Wí令指

示 L、こわ判 ÎfFは欧什許議会情成国〈当ドJ で!日カ回、判決川で4~カヨおい

て jtiJ京々を t~\' つ以上、 B :..t r r: cr の孔鮮は 7、)~切だとする

さらにμ、 7.~出見;よ、アメリカ川内における什 述内双方にぷける勤宍をJ出向

L亡、 D()\\，Tl 九三日立の子1 目 ~O) 1、ュ:主i'(JJ さ奇り主義p;1，'~して L、，ヰハ o };;I;(て、本社ジ)'J刊;J、

がもとふすスヲイグ 7効果もλきいこども指摘されゐ IS

その|ヴ[iιび、|材、計{人1ft裁(J苅のその後の川決吋投ぴ司際庁J人惇探誇FII1本が

r日I;-"J"(徒山仁たアミカス ブリーナに日 J~ ずる形と間待 1:':] に訪外 11二の状iJl; 会

υ ld. a~ 57;;-;:173 (C:~iL-'( The ¥Volfenden kぜpcrt:l<eport of the Co九.lElirtぜぜ on

IIC;1J(以('XIIλ10fk:引只日nd2r()日 Lièll~ion (1963)λnd ~じ x:;al OffCllCl'S Anム96i-

詰1)

。三下)U.S. nt 573 (ciLII明 =:h:d山り lJ日:ulKinQ;UJFl， 15 Eur. CJ 日 R.(1981) P 

52)， f\ ell町C\ は判決言し 'l}をしの際、 IAt:~':いJ長裁判i ~~の判 1司 1 _対 Lて台宮北匡裁判

所が 1--: 止す/~ここの主主 lJ」刊を信到したとされ-6 c じcvc.:.and ， _sup ， αno~c ワ aL 2 

!L~ 

よ ;lowt'日汁zjLf同法こなった主与な日手持'ノ十Hが杭;J;、じ、台湾している川に

おい亡も 3あまり執行されないこ t、 PLmll叶 r日n'liLl、けndo[ SO-"lIH山 l(，";， p，-， 
Casη 斗民(;:){)~ L.S. 0:3:HI9~Y~'ì':おけるデー ‘アローcス条羽の卜ご:;，);t
イ本的日庄内保護しつ事長認、 民(rmcrV. EV;E'.S '1可伏 (::i17 l .::-0. Gつ0(1告白山 j における

-1 等保書灸l封のτでの性H~;士 μj に基 ，，<土山j立ι」、の対市u、C字子手-，;;訊比:に二よるJj明判J代くやJべ4ι州;日i 
モ包三l法i去、j骨停ι
539 lT¥ιL亡73;)7:3、日76

8 /，! ~~仁之内に周に
iιι 

'''P.G.&J 日、 Lnilcc¥Kingdo:n， App. SC_ OOOHi8ウ 98，P SG U~:'.:; じ，_ H 

[i 入がη~~1， :!(J01) ¥'!odi;，us v CyρJ<':o， :!~}0 ;'ur 仁L11. 1-( (1仁9:-¥): No…n只 V

lrdλTムd.1-'12 Eur. (し H.R. (1988ノ

~:(1 ;1; itf for ]¥，'[arv f¥ol、'"ちの11i:'t al. '-1::< Ain!ci Curiヨ(Jロ只upγ"汀 tof P~t;tio九円出

Lawrιce v. Ttxas. 539仁 S.558 (2003;' (No. (.2-~りワj ワり03Wi.. 1削 151¥_on ~ム [e

wi~h :llI，-hw'! 干減アミウスグ〕孔I川、 I~oJ-:iII対川 ;z有利達人註ri'oJ等弁務官、三 Lフ

にア A ネ八テ J ・インタ -jンヨ寸ル、 J ュ マン・プイソ・ウォ yデなど北海

参以Lてしと T!L :ll 1 

l自11 ~lìJ、 S8i4.48(;)21 全



、口、のケレオ ル〉ど三本川t人形l記。〉柿究へUノア TD-+ ? 

3手出して、 日0¥¥e:fS ~:;;:てじっ河田i1土咋lJil'("も従われてし ιないとJn摘'，."る

その卜で、

I也の多くの国々と J刈↓にお""-( 1"山工人[主主手注 被告人Jの〆Rめも

権利l土人記。、日由の万二可欠の部分とし工 jそ存され勺つある c .n2が凶に

おいど、何人(1)]主jl;cJt'1約についとの政何の予'1主主刀¥いくらかなれと

もヨリiF告な"L緊急であみとの十~L'?;よな

と 1ポJ 、 L~

nトの粉"すの?去、〈ぃ、判{止の事案のお['司に2同|針。)骨]f"f青山と足した十で、 11J;7r~ :';~ 
~ ~ Bmv刊 b半:Uiたを¥'をLているおこ

法廷忠克の最ftiJ、二九の判示Lこよって給めくくられている〉

もしさ和 5{I~ょ戸や第 14修止め各デ L ・/1:1セス去と羽音Jヰ品、芳、 ~.!i lた

人々が、多方百:二ね f る庄出の構成要去につし 1 亡先 i ，[~Lてい f シrれ

i王、それ九:ょ:l1):t=)定的であった三あろう 1 〆だかJ 主らはよこうした

樹祭を J寸〉て ν 、ると 1Jぇ1こはしなか〉た?む l_，~)、時代 l(1)号lポJJが

ノE(/)~し理を見えなく ε せることがあ";、-，(すは必 ;t7) コ適切であると

考ミら九ごした~)、が突は叫JIムにのみ買する t 、伎の世代 'JJr丸十l; ニ t

があるごとを、従り[エ辺f詳していた 憲t去れ'l!;続けと}にあたっ L

;'\~; tlw CunstiT_lllIr)1l円Jure引 e 全しの 1I代の人々は、同らのヨリソ、

い主。白 l~~ (j);i邑Jく:際:，，'ご、霊長以、円JE王立を」乏j討することができる 2，[

破棄、善I，)+， L， 

b胴 Scalia反対意見2

Scalia I工、法廷古見古支え;['Hfi;束何回Fの述同において HLごおらず不itl'}) 

て1リ C.S.at :'J7Gに";';

~2 ld. "，t ~)77 

23 f." fd. at ~jl;δ 
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uwl n;2rk l~， c pf0g:-css r)[ a n;2山時 SOClに:.¥竹の適}主として、違憲判断(こ転じ
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);.，;二位ifllを升すヘきではな t、とする ¥f法似の1'1断と 宣した、 2 つのj~白を説
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こう )Jニ検討争がて、i.1、E.>2;晃 l之、精神遣j.~.:"tí に対 J る死 ij.1jという刑罰は泊
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出 m[ord判伐の均台付けは泊切で"-_hり、法廷意日Aはこれを疑1"'W，する

v寸 aなる役拠も提ノj、1〆、いないU 二裁判所がtr記Lているのはい c主的
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活的に羽連ル:t".を有しな、三 (zrにそよ しんものに三及Lて， .'る]
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19 5，'utm nOl1 悩

日J Jd 日L3乙1--~;三三 (inl( 了 11:11 ci c川 H、11"()]九 il~c(: (， X;~;'lj~ Sfαn(rrd) (そ川1、h礼川氏 III

oriraIe2l) 

Id. 2.L 32!j-328 

日 Id叫 13t(弘之日 L，h;st-'c1illg:'. !ct':lnqas:、 li'UTlld:'司王町
日 Id.;:[ 3/: 1 --.3，17 

二日社58(4，4円。)2107 1621 
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|也初公 J そ L て世論説1 全\1./)凶 ii'.: :f]'lf)~t 見解か玄彰されj，;;d王子なるま l，'"

専門家{羽休宗教団体の見feY+[1論調有円前L果が関連性を持たないと

いっ 、Rd:tlqui<.;t] 的意見に、私も 1[1)怠可。， Ht長に関i主性をよ主たな

いのは、'!E~t-:;11会 J そこでの三義の組イLはいし 1しも 1 我が国

~のもの ιln! じであゐこは飢 1 ，な

解釈しようとし (1，ミるグ):よ、

じっ実務であるυl当裁問所が

マメリ力会持 1'，1忍法 ("ιo;-:st;1:lIt;unfGr 

1[1¥: T"nil 円 ~L8Lrsι)f ，¥1:1げ ;C8 であるこ J を、広々は 1:;'~ Lて九士、れでは

なえない e 我ら 11身の人民の問[まずは確止したコン七ン汁スがない

J4&-fiには、他。)1司々 iolhcrl1rrLions) グ)見解J土、と札ほと伴玩的であ

るとこの:iJ乙tlJlifiの}&.'fU'1' I か考ズたとじても、 :;:μ、 ~J喧じ17‘メリカ人

に押 L{-すけられゐことがあってはならなし

さらに、広三景同が精神津山J者に対し工化11'，を11えるべえでなl、に寸る奴報

}じ検"すじついても反論;~原えて 1 る

2 Roper v， Simmons判決日

200;';年の iむ J [l C f'、 \lfj:lll~)W; 'P:E戸、も、仕打;の対製となるれ白人のカヮー:t'}を

めぐる事fl-c ある pf:口J" V 判 HJ~~-" にうと;，ノ 1 ~1総年(/) '~'~'.<Jr.lpSOlハ'.Okl 日 ιor~la 刊

引 fd.at :347-，j凶.quotir，g '1'1;1)1ι1何 011.infro Ilot凸日目 4お7U.S日!日出向:;0芯69Il z: 

i.Scnli2c， J c:.isscnLinr..') 

日 J町iL.S. d1 ;'.l4u-;';;-;2 

とG，3，13 LS. 551 (20日出|本品での料介・倹市として、杉が一段 1少J11ごた「γ

る従7[IJ(.台以同 ;t::~)、修了下月号とのケタをさと実話な巾:H'I!J の争止 T¥opel、Sin

ElOns. 54:3 ~!.S. 551 ':，20(3) '''''' J Jtif~;ほ字4心者 3 号: 52~' ':，2007年)、勝田平ili'18

長*'討の y'年を化)i::1，処するャこっ叶(;ð 修 iE~，: ;主反するこ'~ ，.二平!司伝 J，"{;栽判決

I-{o[!(-'r Y. Si川町J日!、4 川、 ，， ~)l (~山)~， l ' 1-:1以内」、;1、学中主主I32巻 4;~ぷ~4 貝

120(日介入岩LU/、R:-rpc，"日れ'.1l:O!l仁BF.S. GG1. 1:25ぅ仁し l183¥2明月/
従来の判骨r:を夜し、 ;7此);Ll' の ~i--' 1:三に対するタe!刊が合京国~，t，日、第日修正の禁止

する「残酷かっ異常な，刊JWIにあたるとした事例Jアメリカ法20(15-2号368J言、

門当成人 l進展 qる品{すの水苧)J ，1阜県と flt<:~) 8条 Ij -キ'氾) - [~()PCI 

、'):lEJllOllS事判判決をめぐって J判" I学民法学35でき3サ15.S":只 i，2Ul):-，年j

参l任。

~7 Sutra Ilut己主}

l S~J .I ~lìJ、 S8i4.478 ，1 21同



、口、のケレオ ル〉ど三本川t人形l記。〉柿究へUノア TD-+ ? 

役目i.i5[H J時に[::i歳以 FPあ".)/::絞告人に対守る死刑を ~J~ I1'~ 異出 I~ オ'lJ ~ìj I 

>'("品るとし 1 涼育としたか、現〆すの 1旬、日rv 判決こ μ 口山、 ta;'-~'υr、l 、 Kcnlucμ

判伏、勺よさ日fJWJ1行政・ 17試のtrt~_らへ γ対する死別仁つい \l土台車と判附?した}

r二Yコ地主 Pcn了、 ~:JiJとが \~kiw; 判決 J こよって実H8'0 (..:帯されfとえ令状態

;こな勺たため、てれしとパラレルな St3n.fo;'cJ判決の土却である 15~ を ;t{l えゐ少

守二)こついて、改め、問黙となったσ、が本件であるんω

トう/スナ、ノヨナ Iシなソ ス(/)室長H告についても、議論(7))5土日、をう~Hて、各裁

判IJ~G> ，~ちヘ シ古賀や'"亡が勺ぷり 11中川一組ιだ詳細なな枯を公六Lているの

a 法廷意見 (Kennedy執筆)

法廷意見は¥tk i ns判決とパラ〆凡な構!&を採る。 γなわち まずはおè~:n

f()i(i判決以来の名州の重V;ILJを検討し、 Ati<in::;判決h おけも精神主主治すすの渇合

と|汀Jj烹』二、世l-jr}.!fff:n 士'.1-9るヲUII!を出j泊、十る到さをJrcJ有する， .f百沖H.;:持伍じっ

:品 fì と異なり、そのむJI;HO)ベースはイ ti)け~!~ (，:~，ぷ怯だが、主要なのは詑イ1:.の方 :wJ

。)ー呂住て寸勺<~)t !〆てこの行重虫性争認めな

二の古日分に伺1虫Lて、回目う人権司約に触れ v川Lていゐ 批准:::'pZ(，~ Tアメリ

カ/，;.衆国政市--);人中年 ðl}， !)h~-;こktする死日を?で Fとお G条号，，::，に17i保をイァし

た点奇州政IU!IT'Jは指摘〆て、/レ年犯罪nの死刑;ご以対する[T!f(ドjC7ンセー/斗1ス
i土打ι しない.'干 ';k~t-'- L かし法定百九~ì 、 f買収が;垂直しがえに 什vがノ」川|

犯罪官にj:~ ")L る死#を与を 11 した予定及び)土井}議会 11 身が19~H-+ìj. 手i 死刑法でや

日 4己7LS. L~": :5【 1988)

円勺 ，192 T-.S. 361 (10801 

日二三お、乙乙で問題μなっーにい必死刑は英志では 'juVE-llilt'cleι:-， !Jt:-"i.]ty" な

どと去羽されるが、 : i'di、立文でも述べたように、乳~{j 時 l 二 L例え :.iï li歳

の:)/年であ J_)た主主胃人に対L(ぽj刊を叫)〆うるかという向いであふ、すなわち、
公判貯なv叶J 執行lタに(よ庇!一成午になしている時/?もある力 むしろそれが

匝r市であろ"が 恋'i""も日[il:i;nnl~~{~もそのような手議である 、本fi;

では法官上「少咋犯罪判/-J~.l&午犯罪品に引「る死到(執行.1 ;と言う l

u 止131日乱 SG'l-GG7

C:.: 死十日(土、一人政未満の汗がイョった ð2~~:.こっ~，，"(f-:トしてはならず、また、

古il1A(I-ドの女てH:''.1して執行してはならない J1，)、ト、条約のボは全て外務省公
71そlぷる

二日社58(4.4円1)2105 1 ，のl
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" 犯罪話に九lしでは兆111;をれさたいとした事実を似ぇ守、 J廿閉めこのム?長は最

低限的立味しかないとするU

引き続いて法廷意氾;三、 lえ軌性的欠如と責Ir忌0'未発主、 ii';れ『1引i

受け姑さ、人むのロl暫性Jいりん少年の特技を指採しに少年を最:r:'.の犯持者

と J!j 矧 cJ る如何なる治政も疑わしし、ものになるとする。少イl 犯罪おのJ12号 ':'~b:了

I~Hノじさ t! たものとあることカら、 I，b却とれょとしうヵ1] 罰のよl 当 Ij;依拠!ょ成人と

同係に~j: jé;用できず、 {;(j ()怜I引っ 1'--e、1x，:;ii !: ~， ¥ ')線千1)Iしを亡、 をれ"1阿る

j;年犯罫7iに討する死刑が禁11されている L 杭詮宇ゐ

さ、、本向のご干怒との|叫~ヴ l土、法74烹 77JまHI のよ λ に検討を~'Ji: げるご

S品L坂4五2未il向可(})リJ犯H山lリ山}

判lけ川『行Jの府桁-論にルし込てlは土、 II界の中で 7メ>1力合衆国が、少子]てに士h'る

化JTlJに対して公的なJt訴を与えfid{::t..C:.，、る阻 の[五lじiめる(こいう、 Ri

った:FJ!，*O)中(，-ji在記存込山すごとができふや第 8i時:Jt;~:.解釈ヰると

いう j1 務は斗裁判所のFtf=F:であり続~j-{'， J、U ，この唄J支にぷ 1てコン

1 口 凡さ7.Lるーいうことはない だが、以¥とも当裁判所J)Trop 

]'Iht什4の時期以降。 1浅出じ い~-1吉な ;]IJ:l，を子ずる部ぷ flt.<J、解釈に
とってJ行計を守える Cnstructivt')ものとして、当及fl]Friよ夕、]11のV、

千同?子8'0な典も性;一乙及Lてさた日

そのトむ主 U;ll1S判決そのi也、I)招待修立関連の判決を引I1するがここもに、

}~::t庄の権利に関守る会約 :;7-;:i-:/;-等の]+際的な 77 主についてほ討 ν ているお リ巴

口 .::43l.S. at 569-573 

川♂μ1'((1nOlρ4ハ

C;， ;;4;i L .S. Olt :./!~) 
l市Id.:ll57S -57GkiLing .41Jhn丸刈pmnOLr 37. ThιI!1pson. SHpiU Il(J同 38.E川J川町l

s，中-aIlote :lt-;， (.-II?er. Sifr吋 llott':ki) 
同 l締約凶は、火のことをn1l保寸るー l白いかと主る氾斗ーも、持W;X.は?也ぴ)!iit忠な、

非人;宜的な.hしくは仏?を寝つける10JJkい1;，:，くは;:IJ司令受けないにとっタじ;:IJ
えは釈欣の可能けがない終身同 l土、十人総ノト哲の昔7アイ了った 58 1Jj;H ，~ついマ科さ

ないこ乙 [H2il出JJ 

問 ;=;43L .S. at 57日

]71] ~lìJ、 S8i4'47(;)211)~



、口、のケレオ ル〉ど三本川t人形l記。〉柿究へUノア TD-+ ? 

自主的権引 f斗-~，lずる条約;之、?メ lj カとノマッア以外の全ての凶が批A↓〆ている

こともtH子li;~ ilてv る j 引主続いて、 i1J.年、未成年 -r;-(， 対してに村lをふ1¥イJ し

L_ i工L:'ま?メリ刀詩、人権Y人7兄iC') c， 'ctelf1しとい今l叶々 でz'ti)，{~ (7)元fたk+1々

示U廷内であふ をて安hs品、}

ム990年以涯、アメリカイj'"j'KlJ，i以外で叉出年計に討しと死刑G執1Jした
。、 1-，'
-' ¥'"、、 イラン ノ'¥:~スタン、サ 1ヴンアラピ?、イエメ〆、)ーインコザ

ア、ゴンゴ民ヱバ利回、中国の 7カ国のみと=ある それ灯、帯、これ片

品r:f:;1.>、未成4ベ者;こ)，"る死刑lを可t:よ〆たり、そうした安務を公パ、こ

fi，芯1/-C えて v ミる。't;'するに、/;-，，~) f干先|ヰは、末以年JT に士，j"-~ る死刑l

に反対してきに廿YJu おして.filiJi~て町、/コのである日

次lこ;'-)、i王ft児が 校舎白むな珂係及::.r[f::討1:年lγ それ白仏の担;!主に照ら Lて持(こ

関辿け本有する'.'(.こして芯14g寸ゐのl士、イギ τスの併殺である 現存仁おい

てはイ ](1)スでもタSJ[-I;:工完全じ防しょとされて1.-'るが、仏、午j日以:昔i 対 9，"i，j化刑v号

勺いてはきれより汲十i:?+J:ニ崎 lされてし Iたc より」 を-lJtえて、

対する化)I-IJ~，:;:~:寸万 l なものとの観念があ勺たと f吉村する υ;'1

今、枇{S 1~": ニ

目、 kチ踏まえて、法廷望見はl当時;11，なゾースぞ1i!沼する部分を:欠。〉上うに将

めくく句、

'}'年犯Jj;巧 fこ対する先制に!ぇ対する 1";際的見解{よJ.:~剖月であると、

奇l\t判所が誌、めるニこも jj~ 当であろう 1卦ぼ社J?の見解は、主;q:t判所

わ何枯をコ〉ト口 ルすミものゲはな v、が、当支え判]ドif'b1の的;沿い対

して、市重~，，= }，止る、重忠!な昨日11 を日~Jヰする υ

↑巳々にわたッ ζ fì>l-と i:fl~il、は、アメリ力 r コ人々の I':~'j¥"ミ尊敬と う十，ii

す)-j萎;♀ずるようになコたへこの λ音;ょ、述ノfゐ:1 といつに、アメリ

カの将践に独 1: の、て古和的 ~);1:引を規たし、 またそれら[蒜勺 vミてし

るっこつした原理と権利保障はアメり刀的経験(/)，11十えであり、 Jえ々の

r，'o) l!l. 2.t 577 

刊 ld.al ~)77 

fd. at ~jT;- --~~I'芯

二日社58(4.4円:J)2103 1721 
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よ見fにおける日ビ規定と0JHR0 ~:w.: tUIJ0 flaUOeEd) アイヂンテ J テ 1

にとコぐぶ質的なものごある そうだとすれば、ぞれがJ'.k;iらf当身のも

のと認識して'"'，'''}ということは、代々 カ 10;衆戸l選出合コ守トハボf士、う最1"

F見の川市 ν はならないれ他の国々や人々 ikる だの志本的権利の「ソヲ

不自コな肯定が、花々ヨ身の白白ク〉伝統(/)伴A内におv てH の権利の'1'

校性を品J~!() に弘前づるとい '1 ことや認めることが、合;;2[;，I S'， U、に対す

るよえ々 の'l.i，:J&わその起源に対ずる誇り号減するものではない 1

そ L ご、日UJ，山町、(こ対する死刊を長けたミズ~-;) H;九裁の ;::j出[を支持したー

Stevens 間意意見日

St引巳'，Sが 1tz:治乃み乃ts'し n;jij巴見を{寸いる イ寸前ワ土題である外国
法的参;1\~につし，-， 間接に， ，及するものではな v が、子 ~I)背後にある解明、比二!支を

明らかじしマいるじすなやち、 ix(，，- 第日修止の~;~ょが条項の将j!ι時r 百定えれ

るものあると ;-iLば、 7決「ノ了介もの兆五をも全く妨:-Fるものではない)し

かし、第 8 修止ーの併îJオ日台である II~i f~ ~f)'~~ 1IT. R~な恭fす J ~，~， //干そのような読

み方を古寺さないU

c開

コモシじ 〈のア乃)frニ

論に悶かれた|ド附」へ切，j也出lであJる己ゾ しかL、合衆w筆法のHI'J坪カ"*とともに変
":l:iでνミくと ν うごと;よ， Juhn ¥1山ぉh~j ~ 1がそのァクスト)こ足を時、主

二るんで以来、 j，W心してレる， j九三!主人t2XC1i:dc:'I-L: laiJ:.oflζ いっ i~: 当

H-}:7)洋大なはほまがケiI、我そ〉レもに裁手'1'，一二j!-~) ;1"ャ〉すれば、

K:=::".ll:=:向裁判官の法廷意見にi門調 ν たであろう 71

Q'Connor 反対意見山

。'Conllor!ま、 j[trf与の各州円三方 lりは国民的コン Jン千人(1)存在のJ王拠〆して

i"2 ld. "，t ~)78 

'73 fd. at 日出

I JiJid 

J.， conculi"i:，g). Cin:，bllrg H詩l

[d 叶 ~811， O'Cl)!~nor. J" dissi:'ll:illl，!: 

17:lJ ~lìJ、 S8i4.474 ，1 21の2



、口、のケレオ ル〉ど三本川t人形l記。〉柿究へUノア TD-+ ? 

l土ィ、 iうfであるとするつ O'CClll"，-orによればかかる嘉浩は 1'¥tkinち"1沖でも H十九

であハたが それとは~50(すの、;掛1'，均慌につ Uζ 円五 l徳的議すらがiμj-l可決れよ決

定的だったこ 1 るハ，t:{t-で l土 lり長の道徳的議論はむきな~~ ，刀般に、少イl犯ijT

ff t 対する4UtIJが第さ修正:一、禁止されて、、rGJてはいえないど宇一断 :j--(いる"

。仁011!:or土、 斗|翠 ~'j なノースの利用 lこういて、引味深い jl!戸にをして， ，る。

伎丸も、アメリカ以外ぷ |ιが18::)立京消の被告人に対しこ死刑を宇(しといる二と

がは γ らかないこ y は「疑問の守'，1由がなし ど認める Tが、

米目立T者にiすする死fHこ反対する!1(nri品平J ンセ〆4ァスはただ形成

当れこいな， 'と信ずるがiJZに、そし、1'1、E，~見の込世[下J!'J街件に問す

る品市が、イ;齢に基っくカテコ)カノゾなdC法的ノLールを7巨当化すノコと

は1ゴじとcいがtr5::に、法廷吉見の言うところの回際的 2ン七〆斗スに女j

"亡、結論を院副する役割を与えることはと告ない 要するに、 Ff'1!奈

良ヲコンてンサスはよ 1山 fn川 Oll日lcun削 iQus) の証拠;ょ、現在仁おい

て市~ 11~t_IFはあらゆる主件 l おける li歳の殺人者に毛，hl í~) YS取をう;セ止

しては)，な ν 、、という官、の結論を/r右ずるものではな l~ '，_， 

ぞれにもかかわらず、当裁判引の'7}:~終 11:可運ンム封f に外jτIU、や 1)' 同irJ

の:-~めぷ鳩片はない、との Sc;llュ主~~:;l'-(の主張に、息iよ 101 立しない

干f吐氾J!iくにわえっ亡、民日裁は、品作の発民的なた市の ~4í:刊に関連

刊のあ之〕もの1: I_~ -c ，外凶法わ上司際云を 目してを出してきた〔 当
裁判1りlがすっと半IJノj、L、主たように、議行停TE1よその立味会正I町村会

。):&執しつつある:1f怖から[jjJt(::引き山してきとい。という、レJ ，~ごの

到l特の性 ~1ァパ、小かみ審需には ;j~1映され了いみれ明ら功、にアメ 'J カ iJ、

はさ乙〈の万 l っし ι て t，~-iとあるものである これ{土台衆凶意法の引定内

空こJ日や寸グ);iH釈の段史がそ{ワょう(，:~百ノ-r: -9 iS場合に限らなしピだが、

人間のvy析に|主ずるこの阿の発展 1〆つつある浬鮮は、間迭しなく、他

の回々 ，::.:.J>いて有力な価他から72hに阿;絶してはいなし"~、それらと

本宜的に，"i致〆ノ'J:-:l" といろこともなし冶。むし勺廷に、 l司ノ4いおける相

';'6 1d. ;:t 590--59:3 

υ Jd. at 593--(j(H 

78 fd， at fi{){~ 
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怖と凶際的なそれとグ):L:で Jごとが兄!:\されたとしても、:~々はJ泣くべ

きfもはないだろっ J 乞りわけ国際大→会が、特定の活態グ〉刑罰が左イバ均

人権と{I'f立しJないと iゃい1託行、ある， :~~1~ 々の;オノ: OJI叶戸可法に去F，~さ

nJ:経な台争、に注成Lプいふ;詰合はそうであるに少なく 11しふJb'勺

も、この廷の[t::;詩的 lン':!../サスク)干y::p己、アメリカ:二行ける説示J5'0 

かつよミグ):_1シでLサえのf;-fLfl性グ〉碓l正に交 1ることがと三るし しカし

ながら、京↑Tじおし、てはそのよみな河内的コ Lセンザスは担ノ下されて

おえず、他ι乃内におt'ごグロ ノ、 lレなコン l: ン作スが近午現 ~J~ してい

るとし Lも、;の五本的士事安を芯 fdることはなL、i'S

二ジJ判lノj':;正、 ↑ランス「ショ T}レなソ スの干U用のありんにつC;て、あノコ態

肢を不Lていると百える 主主に t0. ~i~'"9L る日

d Scalia反対意見引

iJ.、危E見がそろであるこ K10対応して 以Jλ1i ~l の j人女;J-;~，~-l!.も ¥l%Il】ぉ半:Jl.t~ iて

パラレルの襟tl(を採るじ すなわち、特州内長JJliじから回民的]>-1:::/サスを寸与く

難を指らjしわl、少干の特性に万!っく法廷意見の活情的判断をと.c-+--.;':'~でなし， 1.、

L のような判釈の供向も淳拐であるとす

その lε、議論のit::1ヒを反映Lて、同F在日Jなソ スの者照:ー，)し殺に入

制ドを穿った批判を展i下するハ

/，;，: I C)法廷意見の判断[...~.とって Tk 々自身 c)1T h: ()) .~-~解 l土本宮前に問辿

ちで、 i也の司令〉いわゆみE際社会の見1門 ~J !f: 'L'U~ な話題性がない

とな}ている

まず折れ~J ~れ。の;土、定ょ」ム刀法刊に i却する条約手?メ Ij ノJ 今秋伺 Utlt准 L て

l!l. 2.t h()il-6' i:'"' ， i~t目 nal ci~3tions oIllÌ~~t'd) 

以)ld. "，t G07 (Sc2li乱 J、['尺丸C川ing;. RC~lllq じi台 、

，~: fd. at fil!δ0b 

:<~ Jd. a1口1[)--ti22 

川 [d，at (-i;_~，'2 

l7fi.l 

TトハllHs;u!1品!っ

~lìJ、 S8i4'47~)21ω



、口、のケレオ ル〉ど三本川t人形l記。〉柿究へUノア TD-+ ? 

し、ないこと、凶i祭人棒切 *bω'rtiil に rちた勺て刊'f~ を{てして L ることである 7呆吾

半約j奇折l作l

7氾25坑i'主rノ亦死白刊反ノkjする1+未〆此〈的コンゼ一ン/パ寸サ)スU的〉不f打f了詐下か、 むしろ辺川コシセ〆

iアスのイチ{こを示ず ν 「ふ ま?、児市の也ヌ]そが0;;7条は釈伎のむ「詑やめない終

身刊もまた/3/1"1"-ðr_~罪訂にρl して禁じにいる qこと少ら、こ1 を死刑と|寸除;こ取

り1:tkわないことはが)人が合わないともJ旨1iij-Jる{引

ま手、 γ'c:犯与i'者への亨GTIJ骨認めないどされる行者向についとの、法廷を見h

よる心川田めと方も批判される{ 戸主宇i回 不読めて卑:1;1j:力士政治体'-Ijかも i日れ在

いし、 ~J;:云ンスフムが|うr'な ïi~)J を N:'.'~\ 仁いなか勺たり政治シスブムに白 I{i し

ていたりするかも知Tない が、少年犯罪ペへのw月や禁ずゐJlーνにら長F12
におってv'るかはfW認されてし 1なv' ま丈そっしf何々か、アメ)カでは認め

られるzい死刑制民 特に、 去の犯罪組ノ山」対して如何なる政経"¥11もJ3め

ず必要約(ニクこqを利寸市;J:_-fl~hi; をぷっと"'る ~;J 能性もあるこそう〆た|軒々と

少年42J主占仁lJする手E叩dを {下仁時 11 ーする ν)(j::<d;~ょがあるかも|れな ν 叫\ア

メリ力引は量刑ァ]折者 典型L'~にはT 審 が、あらゆる主任を考[害して泊

則的に刊附している、と Cr)#=:~(/)存ιを指摘l'る

二子もそもアメ}力U、と111，グ')1"1々 山口、とは多くのt::l:-Cj'~_ と、つにし L るのご、アえ

リ刀法が他t目的沃こ到干lヲぺきとの法廷志兄の議論川1!iJti:~.よ長?絶されるハき

だ、 いもヶトJ仕えさ九る その:ーで、注lj、収集f二惚J，ilR広明jについては:也子司ではげ

:¥::'1)スベつカプダといった9と求法37の凶々でも: アえ')カどは豆な勺た判明法か

長時]されて， 'ること、 ;it~: :.こ政教刀、射や拝阪出総の ~;[_;tそでは連邦最t.~裁はf1llf立が

1，:;11 !"てい令ゴ')絞ヤカなlJ芯に従っていな v ことが汗指示ミれる
iJ、Ji白、札によるイ守リスの状utへの零九百ち批判されるム憶か(ニアメリカFイ

ポリスは共通のぼ「工:を有しているし、帯法フケス!ヘグ〕解釈にあたう仁川世紀の

ノギ ;j 7、 μ、もしばしば参et さ t~ る 1-- 1.目、長;'~~裁は 訣て)-'-~ ，ると考え£が

J)， :iuζ ;i) ;品R修了三について純粋な原意二千夜tlJ'?ワ:J チヰ lN色L亡きている

川 一円、戸

村リt二二り/

むし十131日 alG22-1323 

ドハこれ;二¥¥以)dson1判長 (SU!Jr(fnou、:3:) 1J、:主主とtll析しこいむ

;'S/ ，i，l:1 I_:.S. M G23-E2'1 

ね [d 叶(-i;>~--62(-) 
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し、それは明らかに、今i:、法廷意見が!:R同〆て、、るアプロ チでもない。

そこで問題と;;::::!L -C "">るのは、判訟のア'1'!刀のAli位の水準 eあるが、その出j

h千:→限じて、出{\/設争刀 ι f;k世紀か経過し、河 -L! '~il 、統介。)緊筈 f J.~ く'主け

ている現it{"('J ノ、の杭討を参n~J一ふのは.!~.:~1-し~I'い、〆よ一品川

エナー〈量、一、

主主判所は、よれら全、のy-柄[きブマ1'.:ー がl到IJ、と宍仕るアメリカiJ、の

諸沼:，JU会外F巨人の見解:，，:J:当"して再検討寸るむ、役奇ョセ叫するか、あ

るいはその;!'I;ド"'の論月間な主主礎の 部少して外到人の見択をiA不ずゐ

ことをJ!めるべきであろろっ白d円以、さと 致 4 る場行にはY~li;-:i:去を

七三11I1.、三もなければ桁 iするのは、孫刊行こ且っく宇'I桁とはな〈 品

弁である n

()仁

が:斤f¥:(.~よって 4、化すゐとはァクス λ から説人以わないこと、 1'1際的コンセユ

サス ];f ア￡リヵ i.:J三~j. {'，訊泊ぬかつ呉のコ Lセンサスの合理性の雌たに守rω

とすゐか、 4 台J~Y を不すこ二もできる場合でなければ、ぞうしたことは言え

ないてと('-j え'1与のj早起 Lま白りのもの仁める刀、ある川はi世界に従うかの

いずれかで£って、青hではあ !H専なし勺町、また、 ()じ仁川wrよ::1問的コン

セン汗スが見 I.f!r せなしの C'J.ド汗では外向 i.l、を参m~Tる必習はなし、とすとが、 ;lli

tx.は凶if;:的 I>+:ン什スがなくとも裁判官5g[jの判析。)rrJ l'ì~刊を認める以~、

そ勺した裁判つが叫 ~~Jil、lこ影?引;ιれないとは言えなlミ干乙、をJ旨泌する ω

マプの l でこのがり、や締約/くって、次のように述べる一丘、活.~~2.は外 I.-!:~û~(!)

参照が合長国立ì~)、への忠誠や誇 i〕を Ubiγるものではない〆すふが、

l仰の[，，1々 や人々J にみる是認にぷッ ζア〆 11汁の以只Ijにiすする我々

のコ~ ':J :~メント手法化すへきどな二とは、 lそこから前理[';')':導さ

必，Id. 2.L G2G 

卯 IdλL62f;..(;27 もしそうするcつであれば、アメリカは 司グ〉危険の禁IUJ到

"'~倍率詐理の{ス草も殺めねばならなし川ろう、 1 「7 う。 Ibid

Jd. e.t (-):~7 

児 ld.at 627. n. 9 

出 Jbid

lTi.1 ~lìJ、 S8i4.470 ，1 2098



、口、のケレオ ル〉ど三本川t人形l記。〉柿究へUノア TD-+ ? 

i[¥されることである:，:也グ)凶々べコ人々 J にJ:7，，!Ct患によってそうし

た 1ミソトメン}を羽めるべきだとは言えないこ同様:二、 Jんはいじな

い、丈がゴり亘;?:なここだが、法廷意見0'口明l土端的:本件で行mれ

";11、外匡のソ スが引目され?のは、

台衆凶憲法\(/).jえ々の I.~ ぷ」やその起涼への誇り J や自らの[ア

メリ力的Jiム統 を治討:.I-J るためではない J むしろ J!~~~:二、 12人のrt.天

からなる陪審に対し、才!日52の事件において、未認さりのnliliが戸市l

を左Li仕えるィ(き根J部となるかを判I*rl:さ什ゐ〆Lう、さt日記lゎ t.ゐ

アメリカ古」実務 l人!淫寸る州では川fしでも多くの刊で行われている

r- 二 k を f主つで f~J~生してL 、ふ

:ょ;命 令11J:--1ために引1:]さえれたのである才1 ら外1，.1(!)ソ スが、
再定ずるものは、世界土'~niiil(，干あるべきかの裁判旦けるのではなし

行11身グ】観念であり、アメリカ (:.:.J:;いても/>1:えてうであるべきとのそ

であるハ外I'W、の詳細な司王山Tの重要雫を粍えめにF

吐ょっとする最j々の試みは;;~，i，寺内ごはない) Y~lιj lFよる荒立か litめ

るこ介 ("/¥cknowlc(l叩;(I1c ) Jは、裁判所のγ]師、乃た溌の 郊でな 1，'

似リ、その法的活 pに占める坊:i1j'は士 v それは、今日、まさしく

己主rJされているものなのむある:I，j

ぐっ命令 ~(Lk~Cl~) 

そして設f去に、 日hnfoιd 判決;従わなか〈丈 J~-r:番 f__ ゎミスーソシ村長市試を次

号し た二と、時に[ト;ビ七憲{y;;:解釈を変えることを批判 Lて、音立を閉じて、、る

議論の争点

';;f~ 11 ~Ì1で，;~-{子~したよう缶、判決中での上司際的なソ スの?i目前をめぐっては、

述:niR民主主{ワ裁吋官fちがその判決{ワ中で論争 ..r いるだけ rなく、裁判れの
詳?恒三宇にお;， ~-c も"t:のた)~ふめ(，/;; -;;-別手才子つぐむり、“場予i乱闘 の ζうな

械がもでしているリ']目、 e詐同学一どもを-('iが依L，主主論されている J

菰

1，j高でその

川 fd. ;，t (-)二白

9." l!l. 2.t 628-63(i 

郎 、勺川 ρ}!.. Je，;，-iじじ Hulb13ョdcrGiWdJUνg， ~{C\'，LOl ，; c'¥t1dν じらお PrO.lS:'dCl，七，1D十C('IJ[

f(estccr tc ifw ()向nwルscf!HμHl!ln! f(i削1，. TfLc ¥，αluf (ゲ aCmil!;ara行ρcFcrsl);?(行1!C
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サ屯ノ ι 

コ{干について制羅午J~村l討する二とはできに山 l を閉したし叶:、に 1 、いく

Jかの;五IJ，~，-大に凡ミ仁会 f:: ，])益三早 1;-' 試みる U

A 賛成/容認論の基本的立場

1 理論釣主張

j;~ )JY~ / t~ ;-，~忠治{っと:ィ!(:j~ z( _u)長としご確認すべきは トランスヮショ斗 Jレな

ソ スの利用 fよもっぱら説得的~.拠(説得的十年成;)叶 Sl1!lS ii.¥' ，'llllllOril什

ぐの利用であ 2亡、その法Ei~~~に拘束されるものでは会 t '拘束rヴ持制/j台東

町J惇減 bi刈 i叩2.uehuriいではなνリと uろf長年は、当然。〉巨P枕とされでいる

こととある};. このことは、与さ町民で枚いすじた手 j以のにで五12えにをg~~ し亡いふ

裁判官も明示的にニ lえLている lぺそのうi:J~，~-('、子権 U)作用}〕ての I )，jf'l裁判

!日の 11事的な判所は確保されている 少なくムも、タテ J工ーニ確保〕ている

字、慨は'lin し-(~ t'1る ことは前続 c品る」あ ξ 読者は貯のような~笠を、泊

従でもお絡でもない tぜII則前じi叩と lて、:tにI内::;?価、ていふ:1<，

11るcッロふt'itll tL!l11μ1 d ;"uditu!-iol1. 09 久、1.SOC"r' 11¥'1"" ドドoc 九日1(2lH)Si 

[h:".l:i ~';d~，cr Ginsbul日三仰s]; RuLh Baa:r G~nsつ11 市!工叩が山 Bi'~'OIl!f 仇rrB附rlrTS

Th，' ¥:'aluc ol氾仁川児何F弘tii'C何時-tcctitι inConstifutio-nai ，-'1 djudi叩 f10113ワ;¥'E I 

& Pm'y RE¥'. .320 rl'.crcin:1Hcr G-insb:..:.rg:おむ11; J日以 \.n~o且in SC:1山."問οlc

Addrnω !Jりorv"tl!ρ ¥uvly-J;igl!ih A山1川1υ!iH川α叫1Mルv吋どe!行2刊怜吋必 (J( t:-ルZν〆 :ωrc川 1川nS(仏町)('ρ1ν..tむy十 f川，(j打?川LμI〆川v 

7付:μ川tIω(ο;;肌wlL01ll:}' む町7ψ什:臼疋η Lc江辺工だ叫!μi瓦叫t

rラl山〈υf比 3訂め0;;(は2山ωOU4引); J 11口1お刈i仁C Slい(':)ト!-:cn口羽fCY:'l".""I'ynoie A~ld 町 ss Dl'f，ηrr !hr ，Vindv 
Scvcnth Aη問的 ，Heeti;;-);οt"t!u'Am巳ηC'l-日 .)'ocidyof 1ηtcr;;，atiωi-a 1 taw， 97 A ¥1. Snc、
b パ LPl<cc. 2i]~: (2003); .iusii:::c Sand-rJ. DJ.yりしon:，(iL A."ev則 t".:i.ddYcss Bρjim: 

the ;Vindy-.';口thA削山口1Mr〆t-ing!lf the A m';fIf':l n .)'0'，'μtyofJnte山 αtion!l，i 1，a1l;. 96 

bl. Sビ¥1げ L~J. Pi¥Oι3/j8 ¥:2(02) 丈臥によると池にも例えば介、学ー」併のぶ五

会すでの発ζもあω工うであるが、典拠をi在誌できなか J 丈

9: Auster:. L. P:1e'rish，ぷkりmi-n a Tcccμt: The U.S. SUj的，meじωωts! __ ;'se ol土OF!:'l!m
Lti1l'， 山川';U. ~L~. L Hl-'，'¥-' G.3ヲ心19-(iSQ : :¥-1ark T山 hnd，lr，内Itis Ki川口1tf5

j，css fJettcr Than hη01.i'il'if[ AIorc〆 Lntacki-ng U，( Contnn-crsy ()ucr Sutrcllic Court 

!(CU.'/"町('/υ Nf!l1'U.S. Larρ00孔J:!¥!¥. L. R~\'. ~2ïS ， 1276， 1:::'8，1--1~訂 (200Gi Bul 

S{βじiピ工心::lnd.Slit町 nハtt-:~， ot 92--~日

913 tiU-i'エ43、問、 79の木土谷組 J

山、 irkiC. <lC;，おけ↓ じっnslil;.ti 1ο1U1!仁けmf，川口川It.'守仁川!I'erg円 !{'t!.Resisiμ勾('('.E1! 
f.[!J.gパ幻吋tI， 119 H、R:.L. 1{ド'..1(18 l:::'O日S)
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、口、のケレオ ル〉ど三本川t人形l記。〉柿究へUノア TD-+ ? 

最ち布的な賛成/下手cfiE合的:主張[工、凶際的なJ)I:拠。〕毛主坊、[工栽f'Jciljに刊凶rのた

めの i官報をヨ"多:隠11する、乙百うことじある[立Fうナl会を常成する

アメ;)カとH憾のむ肢を L、|円J九衰の問地に丘:白Iυてきたのだとτれ!工、それに

対 Fる側々の士]芯ゃ、その松み 0_ね〉しての):f]，rf.から学[/"うふものがあるは F

だ、 そこ .j-るぴ)':::-&)るこ問

こう 1た考ス方¥，-::立、かカる七七千=;1がわ，Jtfri民、 c有;1:であり、有J正義むあれ、

関連注があ品、 i-:I，.'.う惣定がl川見ど C_-C，Jらとみ ここで問返弁なってv.るのはIfE

法の府和;であるが、出法f~'可利!に陪してそ〉、相i-~ 、吋そ肢に某/プ〈知見レ知山とが

千j泊で tej る、と ;';El~:è νているここになるハ賛成容認山首は、持代ク)j)、ÓT~:こ却

した;6ud;![柄、という;;::i'ム評判方日吉lfJ~子市役と 1 -，-Cいふυlυ このことは、 氏、Jper

半IJ~，:えの日~C \じ，'<':阿定 lご見刀午与に J布，ì~J することでもある

さら bこ進んで、トラ〉ス fンヨフル J云ソ スの参照をi;]じて、ゲロ パ}レ在

日~J;j、お間ぐっ対抗/会託に容が仁、ゲ¥"] パル~;:.;:ム U)発展(特に人伴うy 狩におけ

令それ)へと参与する kここ γ恒iβを見山 1__I 問、去ら l-lよ J品調子~:: (伝l討するト

ランスナンヨナルな引、ンス TムのC';成まで倫相E'>)る論者もいる lil↑。このとき、

(l) GillちI}，j-g !エ ftlから学~fないと T れば i8JX:1T lusピぷ i]粗%;l_~()orer..: な

るとすり百七G:nsburζ2C'Ci.:i，supm note 90. ~了 351; Ginsblt:"}--; ;~:_:引 S 1tþm note 

96. al 329. .';"Y (1 1山 l~りl-w rl P. i¥lfrJ1'(L /11 .¥'川;rr'Ito( (1 Th削れ fω 仁川村ιiuiiiJ1'uilC(lm 

tlirativism九2UC ベL.~;F\'. 639，日S!:!--i'O:j (2nm~ 】 hcksり、 ， ::;U仰(inO~t' S!B己T

1 Hi 117: Br:何?刊jJraIIハいえ)ii，川 2以i:O'C01111(P' 川jJmn C! ι~16，九 日日 Jι 円'1:1)'

¥¥'ald円〉口 FoYi!収ni，a:r引 tdthe :Vfodcm ;1.lS Gelléiu~n. ll9 H_~J(\' ， 町、 l:?9(クU(5)

l土、このJろなアプローチをロ :;'i:長におけるアプロ チがらのア」ロン と

しζ 「民代主万RiLEI川l('rn幻 1';gl'川山口 とUT与し :~I 代、 p山川'1".¥2:仁川 R

S:Ulslaill， Tlw Law (~f ()rh円 S[a[凸 5~1 ST/¥ ¥1. L. H¥1日1ロ()US)(土、広給制の育
誌を参照する fj応立をコンド 11七のお審定患を伝用して;白し JZ〉

，_'1 f) ~、-=- 7. '. ~.止、詮刀Lノノ 'N ~E論 cn ι、'!~条干|ーではあっても|骨条 Fi ではない}

まナ、 貯のことがわ 8修正(ク)IJLf立刊誌属的な長準J伝坪こ将軍そ土問開な
のかどうか:前uは~悌 lQのノ山 λ参I;{ll乙いう問， 'につ Uζ も留保Lておく U

&~ lií;î -t-: 7:~ -.，7，1の本文芸出 IjlJ注引の本文もさ;出。五IT川刊白川1日!川/う川 1101，

9(-)， aL 308 

03 Sl!e， I!.g.， Koh， supra ncte 1， ar ::1::0， 56: 0'じCllIeOr.S!Itrc{ IeOtt 96， "~犯行 St勺I! 'uS'_， 

Viddじ j2.ck~川口町αrFalιμ，S o{Fuif'山 !iSrn，)( CmμinuI'ics IiW! Com/弘raiiJ:1'Constilu 

liUl1u! Fxl.んサima.~)l ;)¥TKE I..!. 22::l. ~(ì 2--2(;::l， Idi)(). rl.l8~ (21げは J

ム O'~ Sa'， i".g.. Rcx D. Glcllsy， irftμ:h Cυunμivs Cc即日ム;日¥¥t"CllCCV. ;CXelSμnd lh'! 

二日社S8(4'461)引い9s |制l
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ヶうしたグワ パルな反発畏hこおけるマメッカの， '1 グ ンツプJか0，主前さ

れる二乙もめる"¥

また これは比較法一段ーわれゐこ Jでもあるが 外i寸法の15版元

向らの じ)シス?ムの特L土をぷ vJiAEf: 認識すヰニ 1 いつながふ、 t のJ~ rIiも

デーげよ)れる

2 参照の作法

ここで、 Rυpt 判決 l 不された O じonnur の見択をやÝ~d ずゐ。伐 tとの忘見:工、

l:i;:I)~ における 1;/ 七ン十スを史問 :_1日とと t l~;よ|、|司際的な J スジ)参併は烹味

誌な;三なν、とするものじある 日u(.')円い方1L4れば、;-，e]r;~~ n'~ な戸宇:H:: 手 I]m ヲ

応のぷ~i0;が停かれてし 3 るこ L を要求 L てゐt，:ei)に(手、円i.!'J(}) ~i0;拠 l 伊豆ついて

いるこ ν になる}

そしてこうした康成は、 民(lrH:f ~;~:J iたのμá~ ff: J;! を f~~む手以iJ:くも宍ポ7 してい

令と考えられる J 第]]1'請には{;判決的理 1"叶 ~l(t c九けt1x'やや;;'1"1.く紹介した〉

R()pcr 判氏 l おいて段も明確にj見れて 1，'る庁、同判 i)~は司ブ〆 1; 刀1' 1勺の詑向

のが1，.，1 戸れとは̂ J，，';切り離さ札/ょ、第8修ι の法1型論的1昔、"すなし ¥-7品徳的・

↑市瑚:':'):;:1]包丁、:H叫|際的動I二}の後計、とし， ') ;-j玄柱刀、、ての州詐で構成主れており、
て|て:iノl なにおいて 札、の結論に到達 L たとで、'~， t)にそれを補強するため

トランス十シコナルな典拠に乙及しているr こ〕した惇成は問問、山なソ

スを参政するために 011人~Rlj諭??引恭っし:て cにの結論かう芋がれてい乙必日:があ

るとの態慢を去しとお，]、 I立際的なリースはあくまでも裁判j~Î グ〉示前か l 確証

ωnlιr孔】」寸るんめにさ会l沼弐れるこ v うのそうした苦味である }¥tJ，;ils判TAL

でも本正で杓討されて v、るのは(:¥.:'，2ノの要点であリ、 ::3J()つ要JZは;土Lニ洛ち7い

るが、江lの 1ぷ:素元i長本的:":XOpC:' l-U決と lnl校内立置コげがなされてv、るこい

う_o:"¥:"i立返'.川止ない，) LaWrC;-:';:l' fiJl:去におい ι;よ、の。うな儒迄，-:-ゐわ崩iL "( 

L 、ノ~. --f，;' 
ず、 ニオし(土、 Bow('rs判じたにお:';.;.;υ 「丙洋文明の豆史Jユダヤ ヰリスト

n~)]j徳・愉月J喜平 J への言及に以駁してし" (0)ニシからギるものだし三三之上う}

Srl，ytu;uポ「ρjeignPersurisii'(' A Htlj()Fd~. 4:; v片J.h-:'L L :i~7. :\~-)7 :~9g 京)O!ì

Kol1，叩!þm ユo~e '1， at 33-5'[: B:'eτ e:'， sutyμ 即日日正 at:2行7

"日 日耐久長'.g._JacLs什el. 811]庁ιnり L~ 99， él~ 1~1-122 

。ベヌi'e¥C.g.. ulιlt ll'1: ]a::}(SOll. 51ゆ叩 :~():_C 10::¥. at 2::;i' --2:対

1311 ~lìJ、 S8i4.4前、 209全



、口、のケレオ ル〉ど三本川t人形l記。〉柿究へUノア TD-+ ? 

法廷意見A がYメ}カ011への動向を にも) j~;司〆ている、ーとは、，\~(土:， !，;-;t詳して

お2;たし U

ニi!.-がご社戸、 {I'衆トj最同裁がほftjしている外 l'!:~ i去の主2Jr~の作法 C ある r もつ

Jも、裁判i!!I均三小主;一、 匡iノィej枚百二いに:Q:っし川す汗告の寺 r，'j霊;正Jの?めい、

凶践的ノ スを志社百し工し ιるのか、むしろHI({íが p~t'が故に役{j-に依拠して， ， 

る(lではないか、という 11干:H;:可誌であるし、 11当であろう{ぺしか 1少な

くJも、多数派がをのような「ゲトわさ ， ~: fi'tt-H1~ しょしてはい命、 f いうこ J

i手指抗 "Cおく H;お

もち/の~Aんν こ jれLは、 」与5えうるM唯仕 ♂の〕ア/口 ヂ.'('~，は土と仕主し、~ニ f伊例列苅Jえぱ、 ;泊喧?常言υの)~_!崎コ一

ンU一にお

p:"c凶Q芯山叫引よ日山川tり)川nのJ諭 J口ηが当乙戎t判判i所;に守1十持守ち込ま才札しいJ丈た.C'-70場持イ令、 こそ刀 、世~iJ~::'I&:のけ、を参ß{'-<jる

最も右目な局阿であるl しかし、ノド請で土思と〕ている状1)Cでは、回 λ]で決まリ

亡し、ないから外j叶の内力な恒戸呈にFL，，)、などとはし1いない あるいは、 f出u、

f戒を多民!っつ、 ぞれとは宍!なる t支域内の .']-:(ι Jt ;~m~内して↓ベ年IJ する、 と'.'う:

〉もしごいない。ぞう νλE川、で問題2な Jている伺際的なソ スの参mu:
いささ誌、特別な)1ラグ)s照である{

E 反対論の基本的立場

1 政治約者動書

H'i却ないし背;主主主↑'t!j'，:-1__ -C il音オベ3なれば、長汁論ばしばしば政沼市には

保守的|草r人から淀よ己主れていることじある、~\TT i山、市HiLl:ニ裁判例にお'..'~l 

も、反，Hio誌を波間するのは f~~' ，hji<u)主主再である Rclll](juisl であり、ちcaliél であっ

「なわ九、 I~訪問 ;;;ü~éj;~*1Jの体裁をt: .-' ¥-ぃ九〆しでも、て「訟の批判

。)数料はそれぞれの事付金いし手有につし -r-v、裁判所内f古前l二対する不i寸意な

07 SCI:' EC1".c:"i _A， YOLl，-l尺去、付'eI人情 Lu1t'Uiid lh"， Ih:ihmuui!oJ' 1うりulefn，i i9 H 目、 L 

TiC¥. 148. b4-1ω (208計十手本・前J~iJ~:j6 .ょ引嗣[， Hlij匝・前J~i_ì56 寸41--842

問点毛、;j包

(n 5，'1'.; a!S() C(j.l品川叫ん Z】n，d;-:hl.hdra w、lc129ι~ 8D9--9C3ノトfi;;-Cは、伝i工話

題の J.2.¥'¥'rell目、 i~tki :-J;':.， ~o;)e:- ~予判決(:.:.j:t，而をさごととめ、本えのよう右暫

;'f~ 8'0 な結晶を I~"いる。これは、じ&;ab，山i&. L:imdal-"l力、;叶刷会型的補焔(持活)

と I~+ぶ話坦 lニ試するが、 Cal~j~)r\' s: &: Zil日 la-:--，1(よIザ史;1ヲ)こは仙の主主剖&存u:-t

ることや舟J昔;I~ -C l ，;も それらの検討l土地I1に訟ね件い(

二日社58(4 > 4():J)引い93 |位l
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いしλ、t前にrちるのではないつ、 とし ε うことを同り己[いて牟 λ る必~~古、ある

j、降、議識のき Jかけじあ )'1付て oでもあるおnii1iの:若干，:1決{よ それ行し1'1性愛

省的権Hλfjif'q::JL 、あるいは死刑の利，fj-J を :Sn. λこ j るすーなわち ð8与fþj";去に杭m1~

甘える いうものゲあり、いずれも保守の..!l.院からは絞J~ エ:.!c...清つけうノj もの

であった ぞし工 SC<lli<l:三、外出の法実行デ保、J派の、'tJ語を支持 jるであ

ろう政教万叶r や折;赴、中粧のう;;，~:~.で;よ外 ILliH、参照されととゾーと!こ '，;-jl:りのと

める

ノド杭の土思l土、，CI;の目If，L----------)ム v 、岩手主で、すな行ち可 i't-: ~15ャ i去也界、法の学

界 を結え七、日(Hir)j j-l:!: -'1fヴもぷ山され ιいるいその，:; -{~'も:干要な勤きとし

て、_::6(iL:V(-i:J'，;方ujlャ院するが、家ャ談会U!J，守系が各神徒品戸札 lこいる f刈去ば、

こ(J(JSJ，I'-4だにrキザス叶選!l'rCJ)共1主党 l、民議員 ROllJ':llIJによって提iJ'lさオし丈
「ア〆リブ'}Ij-;-[Iミグ】ためのずメ:}フ1)1'1守司法・法 J A(_~. 

LT衆 1[1最 {n'J 渋刊mおよび叫十'1;1 税法判所i土、合法主民生 ì}::;~:'解釈 l__ jtiFJ:! 

rノ、司iJ、出の行使!こ陪、し、同環機湾まλ以外同政府の、 fE7入、仏、行
政規則、決h命ノγ、指令、政策またはμj法決定を持崩してはな勺な'."，-，

iけし。{?-，¥y:;:ヤi全世、グ)起市者によっ、依拠されたイギリスグ〕主主11、ならび

につモユ r-; 主3 J:びその十，t(j)iti出にハ v てはこの Ij;~ i)むない :JJ

と規定すと、へこれは t'p'iGμj法委員会に1ft;闘してv だが、 ?G(的ノiの還字:=i下 lて

会見iが終結したため自案となった~()()ぶ年退挙のす117呆である出 ll()議会におい

ては、:，-， ~ほの法案はが稿執筆昨点叶佐山されて d とな L、。また、 2C!05'(1'-3 )J :二位

rH され汗 C;州市年三iU，I'li旦υ、 J 長{之、 :;L~i):{j'!f-釈 l あトって同械の指針を示 L ト

」ーで、別対につし 2ても想定している

~()，) -，Jl，!端、同悌のことは賛成 再認誌の測にも~.;，ふかも知れないc

"市注仰の本丈参照 s-:)注出乃十、tも巷:'!G，

1 }ullcricUl Jllはよしcfοr 品¥.mcricans 日Citizc目立c 九貰1::.H.R. 16.:.晶 83.7ず1

が共同提'*21i'としてちを連ねといるつこのit'永は、前一午に μ?じ〈れ lいよ.，-;'Ci;r'5 
10さ議会，-松山えれたが~(lU4-年退ノ:訂 1干う会矧終結のため仁 l発索とな、七法索

ti¥mcricιn JU:-.licc for ，'Lllcric札nCiliμ"公"¥cL20ド(}lT-J.R. 'll~8.; ζ 同吋ある

) Const:tu:io:-t Re::;十り1ばiOIlAct cfつ州;').:_:::侃 H.R.lGiO: ~::u日;) s. :=-，?il. -F~'完1士主

(;;:'/')パマ什反 ιz共布司議同 λdc!:hcll 力、初日し、 50れが共 :n; 汽~-'主主と L ご'{I

IS:l1 ~lìJ、 S8i4.4G4 ，1 209Z



、口、のケレオ ル〉ど三本川t人形l記。〉柿究へUノア TD-+ ? 

また、ワロ"ゲイ汁 l茸il¥C)共有i司|民議員 l、0:11Fcc目)I士、資云解釈に1刊する

ミ主将決議~をほ出 Lている J 二れは

|、院の了解ーして次のぷうに決議すみ 外国内機関による甘言、 i)、、

1リ決については、台宗仁当害法のイi:ノJ フルグ〕意味の:m!鮮につUヘー':iij'}!Z

をふjえるのむはな:いi;Hり、全体じあッてイ一日日分ごあっ ιも、 o液|到

憲法の 12 味に|主ずる可υ、白!JWj~-'f呪の11:完走よされる\きではな v. よ 1:')

とすプ?しようとする本府与え筆時i，':C'C'~. i;i:司法委員会lこ官、科'1'ヴ£るつ1':;

長~~)に、局主C (I)通り :";(1(1;，年五から~()(j(-)年初J援にヵけ亡、 J'~ 主1:景品波長tll':ι グ〉

交代があ J 七が、河際防なソ ス0;参l聞の問;mは l民(，?_.t :6裁判百 (J)本認のF117て

にも話題と主"-:J '-二日1-< ob← rts も，A~~to も t首相'1冗な見前を 7ミ関している【v-;し、

ネ1:--]ニ工 i?;..スは竹!なっ久し、る:1(¥

を連ねて uるい u立法定;三間こくアラパマ川定u 共和史;ぷ員 Shじll)vt，~_同工?
9 ;ろがJCl司掩案 J守とーて名をえ~ねといる l 各院の liJl:'J~:委員会仁夜、属したまま J発

案となった向、治11日託手7fはIrrj肢の法案はすと山されていない点は，.〆 l}カ

djJ乏のためのアメ')力的可，J、・ ~J，-J 宗と同材であ-S)，類 'Jj.，つり、主主が第 l附議会

;こも:deされvごし Iたの、も|叶椋でJhる，')('f\...0 ム Scldl~ioE Rcscor日 10 ム ~\ct oLつ00':

20040 S. 2323; 2004 S. 2082丘町4[I.R. ;;/99 

:::;()()，; l~(os ， ;'72 

1 沿粍が共同従業者亡し v 名をAねている これは、三()()S'tに同じく Fl:(IlCう
がj，~;J\ L， l~ が、 ;~()n(-ì年の選挙 u 伴って会I羽が終結し介?め民生王な) (，決議案

(2005 H. Rcs. 07.; と|寸ーの丈7τであるーこれもまた、 200/:イ|にらc-Wされた況
説菜 (20f!4n， [~es. ;'){俗】グ)白じ百会{~: 1子lC:ししたものτあり、さらに測ると

2li山年にも H恕旨(1)?tt議案irq:~~W ミれとしィる 1， 2山 ì3 H. Rcs. 446:-_ 

コなお、第109議会¥，:メコいては20句作::"1宅情も、はは同 の立戸の決議議

がテ三千サス州選/Jj(j) -J I~和官:上院議員七o:'ny r; k よって慌 1:1されとが (:.:t:!JSS 

Rcs. 92、 !抗司法委員会;こ係):1';~~たまま廃案となペナ 品'，110ぷ会に入って

刀、らはト院自主1;;1認め決議案lよ市制執話下，]'}'::でJ是出されてい?にいU

h S(fc. c.g.， ，¥daD: Lipt，JK 8.: j\(~二 1ユ広明o~~r:r.~;)，TぱkC.illiio Ihc 1Li1kSS FnlJcs (1 

p岬円ful;Hatdr F，;r :)"r:mov Qnぞ三[-i'Jij円京 N 可 T，刈ES，J代n.11 引H問。iIr川 uvnt})o 

main. .'-J'uprCl町じ 111す nυrliioadムndct" Lifc and (二0旧日tl! 肘~'， l¥. Y. '1':¥j刊に StjJ.15 

200!J: '1 llcli仁、c'1'1凶 lJ¥'o Ol1l: Is i\~)ο\'C U、cLιw 1，'lI d札 γ()ur~いら C t.l.' ¥. Y. '1'i:¥fE'; 

岳山).14， 2(j(!~ミ
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2 理論的立場

mもl早時的なjぇ対訟の論拠iよ、[，，]際的なソースiよ位正司会i1、グ)!Jii収にあたっ
て間ュlι1がない川rCJ.CVel叫)、 とするものである…最同款における反対派的最

右翼でまみ Sca:i札 iJ;';:.(ì~)、ほ吠ノうri;、論 L おい主己 義をj長ゐこ〉でも有名戸

が、その ¥''-J若からは、 !、 7〆ス7ンゴ -J)しなJj:ij処を，S>1H るのは論理此帰結で

ある 1;' !~;i~、 l 義:こぶしと C~ょ;示品【引に7:!::ü;'t;'!J記者が窓 i1 フクストに守えた巳

杭が決定的作成合詰つどされるにされるハ勺~~l 1"" }~~代の。地の同の υ --E行 h

関ずる情報(土、州市(鼎長味巳無関将だ、ということになる 斗このような了

l伴(立中j述のぷ会にま，t!中lさμた氏r記 i):.;~正系にもミJU'L 、いる色のである〕

間ヌlf1，.、!以j論Jt;ょγ メ"ηf何日/肢を"/主化/伝統 iπ の1寺

珠性・独自牲をJ布剥するのもた示f弘前である1川}のこれを政市、文化市的な矧 J戸7)'

ら位同づl汁しは、 Fメ'1ヅJ例外土義が内 lりさに支lJiした1)川主義の系;普に寓 f

るとえる I~lハさらにこれは、外交における似す f.:{~の伝統とも淳なってい

令とも吉去るだろうど

ま/、 l人ìJ~;九円行局から、質成/容認論乃侵犯への批判j もなされどいる ま

ず、内国政判 I~il:の，jj宇刊を位~;長しつつ、説得的出拠として k う/ス-}- ~ョナル

なソースイ子容i'~j しているのだこの容認訓者の 張lこ対し、(工、裁がj刊が文向付こ

行っている利!日はそのよ与なものではない、と批判ヨれる 説得灼内向と[て

参同するのだと tれに、当誌努四対象が 説付。J とあるこレが重更な(二一戸だ

/]\実際には対象た.:::，外L正我山間等のよ平fげ寸~:]に|判心/う、ti、われることはほとん

~~ I 包し、 l分条!?ではあるが，Z!};:条件では立、い

"i{ 丹f:~TI; ム設につし、{よ "V'， l 当た )'1 、 I;U:r"]i["""":f~li r立志 l 義と民ì. i 義.~ (E 

本認論司、~(川1~ド j 鵠 jア六万全照(

リ日E♂ '16~;)(J、丸、 88"-9:1の本文参照 S，!? :lIS() :¥[fo打 1，S11片 (J11¥)[(、lLlll.;i l 

fi45-fiS8: Cinsb~r~ つCOS. sutr({ ;;()任 9計十 at:.s:，;=;-:3:=i6; ~:;cha叶[;， f..:dms~y ， fnterno 
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ヲもっぱI:_d古前のみに抗意地、1';け lコれて v るr その上に :hj:三ぴ〉レ>、 F
ι-.み¥、

なわち裁判jリ!の市論と合致する すゆをがる外[立法j売中並べ当主:.y-(¥，、るの、

あって、そうとlずる 1もっぱら 11注汁たせ IlOS('--counilη只l りためI.:HI'空自:0

わけ
j 戸、〆 スを手U用しごし、ふごはな， '古¥ (: .，1ーるのであも特にこの司g!土、アメ

リカ上司内の動向において、裁判所か内定t_.J::λとする i"坊をt:R，j法域が必ずし

も少数とは百えない数、イ'(1:["')る烏合、すなわち裁宇:j::!i-(1):U)tさを支件する己、成

が同:'-1において)1.:(tl;山手紋とまではえな v.;f，坊什、没者に外向~)::I式会川l える形

で前官を不当;過小l見壮よ 7としているのだ、とい::-;で顕著[なる ο 汁

このことをさらに質的令官1凶ι投影すれば、アメ '1右jηIi目的多以内脊見(こ対

し工、それとは異なる見町;r1~'- r-I]~i湾?会の見JìH-J と L ミ;同尚弁過とて

押し付けることになる、 ζ の批判に連なる;~ 西欧等、J;~土ヰニ}Gペコ民自主主正

のい絞を JI、有よる二討であっと y しても、只土土義の巧 7 ジョン(:.:.~j 多tJ:仕も

のプドあれろる U)であって、-，ι..で2五?目され、 v る/サノ企は γ メ 1I カ::9 frllrír声と l 主)'(~

なるものかもまE れない、と強到するのである J 近時は法制IJHI ， 'II の "1 1';，:交~:

~λ であるが、そうしλ一 121民を通じて運ぶ段司裁の批判 Uが肉、丈等乃主主千lj'Q'か

らお饗をそl7、(止イヒ人?f:n 字 i 二百う r ムじじ変存 accul~uration.Jを J三こ J てし、ゐ

のTはな，か もっとれでパ→えば首脳 j 与れたのではなし叶4 との声

もある山 J!.I'
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医いJI巧コ~ン Ij-スを ~E'7Í:.した校 t:-=: 'Ti桂三正 J シして凶際問ゾぃスを巷ヨ~.-t るア

プローヂ (出 A.2;k?同lは この fl~j山l を河宇治ないしキ云ヰu寸るための '-j 策だと
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G 新規?

トv ンスイシゴ 7"/νな、ノ スの参J:(tを批判する嘩4計(乙りわけ政治IJ'; 相会

的アクター)から、かrる実務は最近;になって j なわち L;~\H'( 日 c 'fリTALに

へぶつ k ヲでか析的リjしナヲこしであって、 j';[刊(，.:.)t，慌ノ，J: j ;;，こ kができない、

との批、山つ吐いされるーとがあるつ f刊え ~f 、 HÎJ 主n.(/)アメ lJカiI土えのためのアメ

リヵ的刊i'L.iL， :)ミ:よ、そのリJ芋'}':として 1....¥1:ki;:川 Virginλ 判決止，び

L;;，wr(:nc¥: v， T(.xw.、半iJ;:);. \おいて、作j1~伺1Rキ手持判所は、 L占

坪は1Lる析しし、))71Y{.J..t訟を援吊し亡、 F〆ノ刀グ〉ゴ壬ン戸 の{ム絞レ十円以ずゐ

It人の l吾法的 tiH
'
]を誌乏した l ことを挙げている 1::"，"一れに去すし賛成/

料ぷ;えからは、 lJ前からの夕、1'，1iL 等への円改の何本怖心、することになる ~~8

この山首引っし1ては、 Calhl、n叫んが、独守来地;:)21世紀に至ノコまでの運河

最古誌による外回 l大のき同士制経 l引.t0I;:-Jしてし hる1<''0'この'1¥11"'完によると、

与え 11') 哉は J~Il -tr. 1声後以来、相続l円 lこ外 I司法をす言 l有 L ii亡おり、その':こは

[)，日1Scoll判吠lやや ReYllcJds¥'. Lnited抗日Le:，判決ヘ:¥.'1:1:lt':' V. Or哨川刊此l円

〉い歴史的な岩谷判決も主主まれノ、 ':r-I. ~，~可研究は、参照の好1肢は時代が下

るにつれ」一刻紫になっていゐ、とも評価すとよ33 しかも、裁;"j戸内 Lヲでもまた、

外]rlrJものを l同をめぐ~コて p~;:争があるごとが、遅くとも l己主j年代以来、 19.t廿配;こ

iょ刊jイ句集中に現れてし、ることすffJl号する tJ:;I;t~f'町、ノースの三十日吉元司t)1/ 司[ιν、

，J，くかムあるかといべ同し¥(，ついては、この研允を初めとする同te去の指Ni(よ J

て印有がついたと百てよよハもっともこのことノ少ら声ち L 、γ年上司法的?i出が存

法誌の 事伊IJJ: !〆て[吉長;疑応性L jtf~?'た学「舟主主5ろを t 号 17k'1 .R (引X川(:-:'1

も参照
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ばされ乙べきだとの論を導主!日せるかは 少なくとも、紛中刻型・諭c!・ 3出

対象等、L寸、なる状1兄によれ 2てもそぴj ように言えるかは また川河建じあるu

D 外交権限と権力分立原理

J:lト、各自主なし'C，~J烹訟に属するをhJ つ与の前点についても月山れる「

ょ'J，;吏裁の["11誌、i1治 廷に条約等を参司l する:晶ftの問題としし lへ対論rコ

守渇から、枠!}jj'- j'l 原理と ι&~rJ1するないし ~t~1-，"z1* 1* i古つ弁の批判が抗出され

ることがある Fなわち、条約締村を肯も外父権限は政治部門 特:λ-tfcHi

と口元会 1誌 にちね，-~れて いるいC)ヴあって、司法部がそこに|月与 4べき

ではない、との指干向とある}

もっ ζ も、このむの抗μたも U向性が立逆02{A訟のものがあること l手門廷が

必法である 万 C、司法市~i;:'政沼ご1;門円程誌を淀再 fるのではとぐいかとの烹

みがある。ニれは特;二、ある条約に与;'121"1がNi')~~U) l絞を符1引l;it.!~亡いない

場合、あるいはお出、ている場合であっても皆保を付してしる場Ú(-~住吉てあ

る そのような場合におい亡、そうし F条約を参照しご三日、解釈を行うのは、

μl法部/ρ宗法解引の朽の 1、:ニ長伝上ナ定されていない凶路を混じご当際法L の

別記者アメリカにJ主主込む:乙になる。と正日刊 3るのである 1:;'，

他行、政治部ìHjが下山"台~(l) ti$ G~ '2~ 伝;τ するのではないかとの議論もある ヲ

なわら、窓口、の有;主的解釈2いつのは司i.l、おの権能とあるはすJなのLこ その半'1

1:::;;-' に当たって政治部門刀、~ぶごさる条約与を 0" ち込むのだとすれば、ド11長持。〕

窓 ìLBT:01?.j長能が~~tJ、との指摘である 1:")

巴 一貫性

致問河川サト凶法をささ照している法 )j~J と、参照しないj去 jf好とカ iBP，って、そ

i-hjなし 4と確ょにョえな'"，と 3われる
，" sに('1..1メ CUt;:';i.，'.1'1. II 員三 r2(大統旬は、 [-::'f~u)欧と主~N手持て、条

約を締結「る権限を~-')る /どし、このl請合には、 H宅のrhJ!!，'議討の 1分の
ワ(j)詮成を l必ずゐ。 JI

"例えtj'、司Ij;-;むの本丈参照。，小，')，;示みtμx:αts芯川叩fοJぺYo刊u山H叫I昭広
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の I~J;二 E μLfJぐな1、ことも、 fi民[品fi'-;土j!打点にオるム Jア ザ;えばι13で下ただ

;1"1をftむ持?の:1の均衡性に関する;;hu，1; ，(ニワパてはI'rup判決lお以来の蓄積がある

のに，~;J ' Jみじ、 Scati;ユも行J有する〕包 1I 、 tx:救うj-"F~~. ヤ古二 !Í[Y*S:.. ついてはアメワ

カの判例じは 11'界;ついも政十九な立場を府民Lごいる 1，1(1

これについて、賛式/零dl帝かりは、問人ぴ内〕存子Jμσ、i侭史l陣草をf拡よ大戸ず一るj場悲ど与》にもつ

[ばz ら~， -';;ンスづシヨづ jυJなノ スえ季参さ

i 

" 4 、これまでCの)んZぷ#M品:市7刀キιιl_L てヰ特主ヲ立=の判{汎t~{争トI焦〈己占Zにしてき/'、二とも;あ担ち〉り、 不J¥

アメリカの々H';ljグ):.正当が権手'I県陣t，'-=:i!寸椋rウな堤告も射程Jこ常めた、 Ffしj'包

l~的なめ谷は tだなさ札仁い公いように胤われる

F 比較対象の選択

参由主主炉士る外国訟の選択七、批判グ】対象ごある日以ヌ~'ff;者71;言わ汁しi工、

裁判所による外j叶辺、の安lrj i立主毛沢l刊(;;，~~ ff: ~() 'Z"あ i)，当らの結論をザポー?ヲ

ノョ止ののみを ~:;:fl~ Ijて、そうでな vぺ、のやItlf_付Lしている、と主計る 4:i そ!て、

ぃγれのタト同誌をJ帯、ノわずゐかの '/1i'" ライシ 1 工、なし i" 万、フゲイ:~'-ライン

がないーすると、あらゆる札回伝かさ安田されゐ〔べきjことになやが、てうす

ると，;irç_-+:_I 巾な、ある ν;ま非7 メりカ1'1<;な 111111院を t'+つ 11、 t-!( もまた、参;!(~され(狩 J

るここになってしまう、とも当上1"J，cれるυJH

これに対し t-tG記長向者:立、 f七4土町出性と坦切な比中~}jû、についぐの 宵Lt理
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識をム張ない L，t!j史寸ることになるわけだがムtヘ kだ'久定的な砕札ゅの究不

lこi主主てって， 'ないとパうのが適切な2中旬だろ '4(;

G 裁判所の能力

7 メリカの札昔日)状況を多目出するに当たっては、 :~\J;mする↑/j -::g を A収集する我

干1);りj'UYr，[UJも問題hなる /え討論の Jぬからは、裁宇:)::ld土タIIJ斗一般にツレ土 l も

外r+Ji}、にりいとも それんは訟めご多緑であり停、ぞれぞれ独向の亙12・7:.

イじ.L絞 王子ij( .論JWを有してLとであろ λ 情報を収集する能力にうてけて

¥.-，る、 ζ批判されるの?あるυ1':';

これに対!こ?をl:;X:/子、 l;E論 F:土、かかる間;~:ょ専門家者'"l丹!けすることで府以

と反泌する l ヘアメ )7i における放干:J では ~~，X !~ば自然科 γ ・千十会Lィ与る、

刊守.，ぎの専門水 }J{~2 の主:~見を tj7:f;~L、裁判;J:もそれ、こ出却して引析し Cいる}

ぞう cあると Liしば、タ十l司(口、 f ク)専門宗か、当手-{j' (代辺人) (/)日1引いh:is

ブリ プル通じて、島ゐいは担家証人として、あふいはt主活助言起と(て、

関連宇る情報を従供「ることは YUJ、にあっピニい 実陪、 そのl時矢2νてち而

い fdullεr事nCr)H!an.dεis 7 1) ワlぷJ十回法CTJ情報も台メ三いたのであり、裁
判IJl-vrもそれにfjzf{15_1_て判沢し ιいるのである lりc

lかしきう!と守門家内ヰ1)jj_j (/)エ張J二土すしては、 ::1.，(論語7)ム EJH' F 

羽の同窓〉も係わゐ 再反論が{!E:I'-H ;:; 1し亡しと r なわち、 B;-an(l t' i~: ブリ

ブやζ平「13ぇ乱人l士、よ当然、 ノJ 二三平占が表、'f-I~ 所に足 i) .160む']u-':H;":叩であるし、法

i.e.M百がも通'，;日は 方当事行¥:::何人iL-4る7!-3.む帯、半:J!!ijに登場するu そ弓だとす

令と、そつした河 r:t;)~':、のよ巳示する外いè:C)法十台 rR という Uj はもε 示測(::付引になる

上うな形わもの明あり、 fiよってLばLば偏.，て v、ナヲト):i王手、的に選択μつであ}ト

i)ずる fあるいは少なくともそうした渋があるん己的J山官であるυ'1→でも皮

~15 S(:'C ピムャ?じlcn出 .>utm~lO凶 !日二 i:Ol-~140 
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7日ケ日

4e Sψc， c，g.， G:tIlS子幻I-!H'/;，ute ;04， at 409-，11(I. Sをca!肋 1¥叶net，四traIlutt' 97 

.Je 129-'1-1.302 

刊 .¥1!J'Yr<! 1iり:_(-;B2. :::08仁日 (11419:S"C (1!叩 CCllabrぞら&~il !i山 LhL SHρ出 1101('12!:J 

ι822--825 

二日社S8(4'4SI)21¥'iS 1')1) 1 



サ屯ノ ι 

肉なのが L，nvrcncc事{'jにおける γ ミカス‘プりいフにん.J-~9-，:， Allordの批判1:，0

であろ勺 L吋ラenct'tlJiたの u、む;吉見の 1ktý[~ ~9 るマミカス・プリ ~7(よ名 1"1;=
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E目 (憲)法理論の観点から
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G 比較法方法論の観点から

E -1におvパ比較i1がl辛んごあるというのは、 E十、のμ学区グ〉当然の認識℃

あろへ しかし、 ~L~ fJ'告で紹介!"たアメリカにおけと}議論l土、::4においては IZ、

f しも r';l~] J--:ならな;.~¥ ~合点が(も; /1"トわ j していふが此 i 、iI~日二心ける比較U、
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コオl仁汁(、裁判所の判伏の中や外1[1の法事事-"，Jして言泣き:I'Iる kことは、

少なく ω も設近日立、あまり見られなしむしろ、 ~-4J-者がヂれぞれ外同(ア
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際|て1"，?与となぷにi昌ぎなし込」こ 1恥しと例もあるというよ'，b

このこ〉iZ、ノ¥津山、系;;弓L、テクスト解釈をその来事的なhil、ζする[本
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ス;白肯二が拍象的であり、 '1単釈 J 0)ず!の:で、実質的な法制法かl辺求される

よっな :t\2 T~Î"Cもある-?メリカにお ν ミても iμj 採の，l;:.:r[吉lが議論主れている u そつだ
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れは何段なのか、域相'USな論;止がなされなければならないFλ うυ

2 比較対象

比較沃 )i}}:jおと の問:主で不慢が待んすしゐオてのl品占は比較河象(ついてであ

る， 1コバ、の比較法・外匝法研究の対象としては、古¥からは1-"-(ツ・ウランス・

ノギ 1ス、戦後、ニアメ"力をもコ(まらわf呆とし、 M:近になって京アジア品川が

これL加わッた :0，)こii~:立、社、情交の1:}:i'L ;-，e]"(あるという珂111で、あるいは

丈化的基盤改ぴ医洋>';:;ijff;との距離感の共垣性)-vペ埋日で 志の説明LtI-:~能

であろ-，しかし、 7メ'1カの論守1.'i丸、かなる法戒をすこ較対象と]'-;~)か、その

〆午、宇とに工はどのよスな内のカy与一えられるかのiJpふを民ると、ニろした!'Il

111 iすけは必ず1もートうよではないよう仁忠わ 11る 特i入 Lご kこじノ~げていないk，J

長を排除「る;回出1，J ~ j-:工必rしもごとされていな吋九まf、アメリカ乃LuJ論者
Cr)巾には、 IJ法凶であっても、伝継受判})状況を杓"'1ずるならばともかく、さ

れn::キについ亡は時ナ~ -:-) t二出→史や Jtlんでいるねト長る必要はない、との q{(~_~Jす

らあるのでありよ6:~、てう止とすると法結交 l :j:i:主|下i どからという珪111H けは必

fL~i 旬、ではなし A ことが碓認でき工うハ
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本格でほ i'l以 1'，'-問MUニ、現地アメリカでも;と右を兄ぐいないし、本格での

分析。吹p~ もィ、十分である、} さ h なふ {5ミ討の?めの論戸、必f~であ ω 円のtJ仰を

係試して、本慌を守Jこることこする。

川例えば、 'Hfc時主む誌の梓午 l~ 月の「苧;，q口I~S，粘集(こ「アン? ;)、」の

項巨がfU去し三のは'"9ワ午のここである n
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